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第165号日本共産党足利市議会議員団

TＥＬ（７２）７８４８
FAX（７１）８３９２

おぜき栄子
鳥井やすこ にこっと通信
無料法律相談会毎月第1火曜日 おぜき栄子・鳥井やすこ事務所

相談される方は事前に事務所へ連絡をして下さい。☎ 090-8004-0577 ☎ 090-1690-5106

会期は、６月９日から６月３０日でした。
主な議案
①令和５年度一般会計補正予算
②介護保険条例の改正
③国民健康保険条例の改正
④市手数料条例の改正
⑤男女共同参画センター条例の改正
など15議案が審議されました。

６月議会報告６月議会議案賛否

鳥
井
や
す
こ
の

一
般
質
問

１
．
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

①
生
活
保
護
申
請
者

へ
の
対
応

②
生
活
保
護
受
給
者

へ
の
対
応

上記議案のうち、第37号「市職員の勤務手当に関する条例改正」は、コ
ロナウイルス感染症患者に長時間にわたり接して行う作業者への特殊
勤務手当の削減であるために反対しました。反対の理由は以下の通り。

鳥
井
：
物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
て
、
生
活

に
困
窮
す
る
市
民
が
あ
る
程

度
増
え
て
い
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
が
、
相
談
者
数
や
、

申
請
数
の
推
移
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま

る
前
と
比
較
し
て
、
申
請
す

る
世
帯
の
年
齢
層
や
性
別
な

ど
に
変
化
は
あ
る
の
か
。

 

当
局
：
相
談
件
数
は
、
令
和

元
年
度
が
３
０
２
件
、
令
和
４

年
度
が
２
９
２
件
と 

、
こ
の
間

ほ
ぼ
横
ば
い
の
傾
向
で
、 

申

請
件
数
は
、
令
和
元
年
度
が

１
５
０
件
、
令
和
４
年
度
は
１

７
９
件
で
、
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
る 

。
申
請
者
の
年
齢
層

や
性
別
の
変
化
に
つ
い
て
、 

具

体
的
な
統
計
は 

な
い 

が
、
令

和
４
年
度
後
半
か
ら 

稼
働
年

齢
層
と
言
わ
れ
る
64
歳
未
満

が
属
す
る
世
帯
の
申
請
が
目

立
っ
て
い
る 

。

鳥
井
：
生
活
保
護
受
給
の

方
た
ち
の
移
動
手
段
は
、
基

本
的
に
は
徒
歩
・自
転
車
・
バ

イ
ク
お
よ
び
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
が
、
疾
病
の
あ
る
方

の
場
合
の
対
応
は
、
ど
の
様

に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

 

当
局
：
ま
た
、
病
気
や
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
で
、
病
院

に
受
診
の
際
に
徒
歩
や
自
転

車
な
ど
の
移
動
手
段
を
利

用
す
る
こ
と
が 

困
難
な
場

合
に
は
、
病
院
に
よ
る
送
迎

や
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
対
応
し
て
い
る 

。
な

お
、
傷
病
等
の
状
態
に
よ
り

比
較
的
近
距
離
に
所
在
す

る
医
療
機
関
で
の
対
応
が
困

難
で
あ
る
場
合
、
専
門
的
治

療
の
必
要
性
等
を
勘
案
し

適
切
な
医
療
機
関
で
受
診

し
た
際
に
は
、
国
の
制
度
に

基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
移
送

費
と
し
て
交
通
費
が
実
費
支

給
さ
れ 

る 

。

感
染
症
防
疫
作
業
に
従

事
し
た
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
と
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く

は
そ
の
疑
い
の
あ
る
身
体
に

接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の

者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接

し
て
行
う
作
業
そ
の
他
市

長
が
こ
れ
に
準
ず
る
と
認

め
る
作
業
に
従
事
し
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
４
千
円
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
特
殊
勤
務
手
当
を
、
い

ま
削
る
必
要
性
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
？
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
感
染
症

法
上
の
分
類
こ
そ
変
更
さ

れ
ま
し
た
が
、
未
だ
に
決
定

的
な
治
療
薬
の
開
発
に
は

至
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン
も
流
行

の
後
追
い
を
す
る
よ
う
な

状
況
が
続
い
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し

た
方
の
搬
送
作
業
に
従
事

し
た
職
員
は
５
類
と
な
っ
た

５
月
８
日
以
降
6
月
23
日

の
間
に
47
名
も
居
る
こ
と

も
考
慮
す
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

栃
木
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
特
殊
勤
務
手
当
を
変
更

す
る
予
定
は
現
状
な
い
。

佐
野
市
で
は
、
特
殊
勤
務

手
当
の
適
用
す
る
範
囲
を

新
型
コ
ロ
ナ
だ
け
か
ら
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に

拡
大
す
る
条
例
改
正
が
、

６
月
議
会
に
お
い
て
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

おぜき 鳥井

34号 令和５年度一般会計補正予算（第２号） 〇 〇

35号
栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び栃木県市町村総合事務組合規約の変更 〇 〇

36号
佐野地区衛生施設組合が栃木県市町村総合事務組合
から脱退することに伴う財産処分 〇 〇

37号 市職員の特殊勤務手当に関する条例の改正 × ×
38号 令和５年度一般会計補正予算（第３号） 〇 〇
39号 市手数料条例の改正 〇 〇
40号 男女共同参画センター条例の改正について 〇 〇
41号 火災予防条例の改正について 〇 〇
42号 財産の取得について（救助工作車（Ⅱ型）１台の取得） 〇 〇
43号 介護保険条例の一部を改正する条例の改正 〇 〇
44号 国民健康保険条例の一部を改正する条例の改正 〇 〇
45号 所有権確認等請求調停事件に係る調停 〇 〇
46号 固定資産評価審査委員会委員の選任 〇 〇
47号 公平委員会委員の選任 〇 〇
48号 農業委員会委員の任命 〇 〇

議案 内　　容
賛否

住民税非課税世帯への物価高騰対策
特別給付金（１世帯・30,000円）の確認書
の返送は8月31日、申請は９月２９日まで。
該当すると思われる方は、市の専用コー
ルセンターへお問い合わせください。

コールセンター：☎ 20-2369
給付額：３０,０００円

右記のＱＲコードから
詳細が確認できます。

物価高騰対策特別給付金

新型コロナウイルス感染症
の救急搬送拠点のひとつで
ある足利中央消防署



３
．
加
齢
性
難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
助
成
制
度

１
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を

国
に
働
き
か
け
よ
！

お
ぜ
き
：
健
康
保
険
証
の
廃
止

な
ど
を
定
め
た
、
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
成
立
し
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
）
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
次
々
と
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

ま
た
、
市
内
の
医
療
機
関
に
お
い

て
、
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し

て
い
る
の
か
。

当
局
：
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
は
、
多
く
が
入
力
ミ
ス

な
ど
。
国
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修

な
ど
の
対
策
を
進
め
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
環
境
整
備
が
重
要

市
内
の
医
療
機
関
に
お
け
る
マ

イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
聞

い
て
い
な
い
。

２
．
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

急
い
で
高
齢
者
に

タ
ク
シ
ー
券
の
配
布
を

３
．
物
価
高
騰
対
策

お
ぜ
き
栄
子
の

一
般
質
問

お
ぜ
き
：
開
業
医
の
63
％
、
勤

務
医
2
万
人
が
加
入
す
る
全
国

保
険
医
団
体
連
合
会
は
、
「
｛
誤

登
録
や
未
登
録
、
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
不
具
合
、
読
み
取
り
精

度
が
低
い
、
機
械
的
な
破
損
、
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
の
破
損
、
顔
写
真
の
読

み
取
り
が
で
き
な
い
な
ど
で
資

格
確
認
が
困
難
。
２
０
２
４
年
の

健
康
保
険
証
の
廃
止
を
撤
回
し

健
康
保
険
証
を
存
続
し
、
即
刻

運
用
停
止
を
求
め
て
い
る
」
が
市

民
を
守
る
責
任
者
と
し
て
、
国

に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か

市
長
：
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
い

く
、
何
か
を
変
え
て
い
く
と
き
に

は
苦
労
も
伴
い
、
時
に
は
痛
み
も

伴
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
行
く
行
く
は
生
活
に
な

じ
み
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

の
で
、
国
の
方
針
に
従
っ
て
進
め

て
ゆ
き
た
い
。

お
ぜ
き
：
足
利
市
地
域
公
共
交

通
計
画
案
で
は
、
基
本
方
針
を
「

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
と

し
て
い
る
。
高
齢
化
が
急
速
に
進

む
中
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
が
自
立
し
て
通
院
や
買
物
な

ど
を
行
う
た
め
の
交
通
手
段
の

確
保
は
、
喫
緊
の
課
題
と
考
え

る
が
、
所
見
を
聞
き
た
い
。

当
局
：
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
の
交
通
手
段
の
確
保
は
、
重

要
な
課
題
。
め
り
は
り
の
あ
る
生

活
路
線
バ
ス
の
運
行
、
地
域
住
民

等
が
主
体
と
な
る
移
動
手
段
の

構
築
な
ど
様
々
な
手
法
を
組
み

合
わ
せ
利
便
性
と
持
続
可
能
性

を
確
保
し
た
地
域
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
。

お
ぜ
き
：
佐
野
市
で
は
、
生
活

路
線
バ
ス
、
葛
生
な
ど
の
４
か
所

に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運
行
。
そ
の
ほ

か
に
高
齢
者
に
対
し
て
限
度
額

１
５
０
０
円
で
タ
ク
シ
ー
運
賃
の

３
割
を
助
成
。
当
市
は
、
高
齢
者

に
対
し
て
交
通
手
段
の
確
保
が

非
常
に
不
足
し
て
い
る
。
高
齢
者

に
タ
ク
シ
ー
券
の
配
布
の
考
え
は

な
い
の
か
。

当
局
：
高
齢
者
の
外
出
支
援
の

促
進
、
ま
た
移
動
手
段
の
確
保

に
つ
き
ま
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
の

助
成
も
一
つ
の
手
法
。
導
入
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
多
額
の
財
源

の
確
保
が
前
提
。
先
行
し
て
い
る

自
治
体
も
厳
し
く
な
る
財
政
状

況
を
背
景
に
見
直
し
を
検
討
す

る
自
治
体
も
あ
る
。
持
続
可
能

な
制
度
の
構
築
の
視
点
も
含
め

て
検
討
す
る
状
況
で
、
困
難
。

①
低
所
得
者
への
支
援

お
ぜ
き
：
先
の
定
例
会
で
は
、
物

価
高
騰
対
策
に
関
す
る
質
問
に

対
し
て
、
「
国
の
動
向
を
き
ち
ん

と
見
極
め
な
が
ら
、
時
期
を
逸

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
的
確
に

対
応
し
て
い
く
」
と
答
弁
。
国
か

ら
の
交
付
金
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
子
供
へ
の
給
付
金
、
非
課
税

世
帯
へ
の
給
付
金
と
な
っ
た
。
低

所
得
者
全
般
に
行
き
渡
る
水
道

料
金
の
減
額
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。

当
局
：
過
去
に
水
道
料
金
に
係

る
軽
減
措
置
を
お
こ
な
っ
た
。
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
足
利
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行

事
業
を
計
上
。
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
の
も
一
つ
の
方
法
。

４
．
学
校
給
食
の
無
償
化

お
ぜ
き
：
政
府
は
、
令
和
５
年
３

月
に
異
次
元
の
少
子
化
対
策
の

た
た
き
台
を
発
表
し
、
報
道
に

よ
る
と
、
今
後
学
校
給
食
費
の

無
償
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
市
に
お

い
て
も
、
学
校
給
食
費
の
無
償

化
に
着
手
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

市
長
：
学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
、
国
で
協
議
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
推
移
を
注
視
し
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
考
え

て
、
子
育
て
世
帯
か
ら
選
ば
れ

る
自
治
体
を
目
指
す
。

＊足利市マイナカード所有者数
96000人（人口14万人、Ｒ5．5.5現在）
所有率 ６８．５％

＊マイナ保険証の所有者数・率及び年齢構成

（足利市国民健康保険）
所有者15500人（加入者3万人）所有率５１．６％
所有者の年齢構成
２０歳未満 ６％ （約９３０人）
20歳～39歳 １０％ （約１５５０人）
40歳～59歳 １９％ （約２９５０人）
60歳～74歳 ６５％ （約１００７５人）

当
市
は
路
線
バ
ス
運
行
に
約
１

億
円
の
経
費
。
そ
の
中
で
半
分

が
特
別
交
付
税
約
４
８
０
０
万

円
。
鹿
沼
市
や
栃
木
市
な
ど
で

は
、
多
額
の
費
用
を
投
じ
て
、
路

線
バ
ス
の
ほ
か
に
予
約
バ
ス
、
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
実
施
。

先
進
地
を
参
考
に
急
い
で
地
域

に
応
じ
た
交
通
手
段
の
確
保
を

進
め
る
べ
き
で
す
。

水
道
料
金
の
減
額
を
！

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

①
児
童
・生
徒
へ
の
対
応

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み

鳥
井
：
5
月
8
日
の
感
染
症

分
類
変
更
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
リ

ス
ク
を
理
由
と
し
て
、
リ
モ
ー

ト
で
の
授
業
を
選
択
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
扱
い
が
「欠
席
」
と

み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
リ
モ
ー
ト
で
の
授

業
参
加
は
、
教
師
だ
け
で
な
く

ク
ラ
ス
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ

と
も
で
き
て
、
良
い
対
応
だ
と

考
え
る
が
、
出
席
扱
い
に
で
き

な
く
な
っ
た
理
由
は
な
に
か
。

当
局
：
感
染
が
不
安
な
児
童

生
徒
の
出
席
停
止
の
扱
い
に
つ

い
て
、
感
染
が
不
安
で
学
校
を

休
ま
せ
た
い
と
保
護
者
か
ら
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
事
情

を
よ
く
聞
き
取
り
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
出
席
停
止
の
扱
い
に

な
る
か
否
か
を
、
国
の
「
学
校

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
校
長
が

判
断
し
て
い
る
。

鳥
井
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
に
つ
い
て
、
接
種
体
制
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
認
識
す

る
が
、
5
回
目
ま
で
と
比
較
し

て
接
種
す
る
方
の
人
数
等
に
変

化
は
あ
る
の
か
。

当
局
：
５
類
移
行
後
の
対
応

と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２
０

２
４
年
３
月
末
ま
で
無
料
で
接

種
が
で
き
る
。
接
種
は
５
歳
以

上
の
す
べ
て
の
方
に
１
回
、
秋
以

降
に
実
施
す
る
。
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
高
齢
者
等
は
春
接
種

を
今
年
春
か
ら
先
行
し
て
実

施
中
。

①
制
度
の
効
果

鳥
井
：
高
齢
者
が
加
齢
性
難

聴
に
な
る
こ
と
で
、
周
り
と
の

意
思
の
疎
通
が
困
難
に
な
る
こ

と
は
、
適
切
な
補
聴
器
を
入
手

す
る
こ
と
で
回
避
で
き
る
問
題

と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
の
足

利
市
に
お
け
る
助
成
制
度
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
、
真
に
市

民
へ
の
助
成
と
な
っ
て
い
る
と
評

価
す
る
に
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解

は
ど
う
か
。

当
局
：
高
齢
者
が
、
補
聴
器
の

利
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
補
聴
器
の
効
果
に
つ

い
て
周
知
を
行
う
。
ま
た
、
元

気
高
齢
課
の
窓
口
で
補
聴
器
の

体
験
を
し
、
聞
こ
え
の
改
善
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
利

用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

 

②
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

鳥
井
：
補
聴
器
購
入
助
成
の

範
囲
を
広
げ
る
こ
と
は
、
高
齢

者
の
活
動
を
推
し
進
め
る
こ
と

に
も
繋
が
り
、
経
済
活
性
化
に

も
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。
現

在
は
補
聴
器
の
リ
ー
ス
や
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
、
定
額
で

使
え
る
制
度
も
で
き
て
い
ま
す

市
民
の
生
活
環
境
を
改
善
す

る
た
め
の
制
度
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を

お
聞
き
し
た
い
。

当
局
：
市
内
の
事
業
者
は
、
現

在
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
事
業
者
と
連
携
し
て
研

究
を
す
す
め
て
い
く
。
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